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ことが可能である．しかし松代周辺100km以内を除けば，決められた震央は大分実際と異なっ
た分布をしている．この原因としては，P波やS波の不明瞭さによる到着時刻の読み取り誤差
に基づくランダム（unbiased）なものと，地震波の伝播経路の速度構造の不均質性に基づく系
統的（biased）なものが考えられる．いまMSASによって推定された震央の位置を（伽，ック），
真の震央の位置を（吻，o戸）とし，前者のランダム誤差をεク，η力，後者の系統的な偏差を関数
！（伽，ル），g（伽，ツβ）で表すと，これらの関係は次の式
             伽＝！（伽，ル）十6力
             oρ＝9（仙，ツβ）十伽， 力＝1，2，．．．，N
によって示される．
 本報告の目標は偏差関数！（κ，ツ），g（κ，ツ）がある程度滑らかであると仮定して，これらを求
めて，将来のMSAS震央から震央の補正写像
           9：（κ，ツ）H（m，o）＝（！（κ，ツ），9（κ，y））
によって実際に近い震央を予測することである．真の震央の位置（吻，oク）として，参観測所の
地震波到達時刻データを用いて決定された気象庁震源カタログ（日本近辺）や米国地質調査所
のEarthquakeData Report（世界）の震央データを使用する．他方，たとえばバイアス関数！
は二次元Bスプライン曲面！＝！（κ，ツ）＝Σ｛，5θωB。（κ）Bゴ（ツ）を用いて滑らかさに関する制約
州一∬（甜・（甜鮒，鮒）一∬（糾・・（島γ・（糾鮒
のもとでの最小自乗平滑化
             M            Σ｛伽一！（仙，ル）｝2＋物01（！）十〃202（！）
            力＝1
を行う．このとき制約もパラメータの二次形式になっているから，事前分布が多変量正規であ
り，従って事後分布も多変量正規である．かくしてベイズ尤度が計算可能となり，最適な重み
〃1および〃。はABICを最小化するものとして得る事ができる．同様にして関数gについても
最適解を求めることが出来る．！，g各々のパラメータθ～の数が多ければ多い程ABICが減少
するが，約100xlOO個までには最小ABICが収束しているようである．
 上記の方法で1984～88年間のデータによって推定された補正写像ψ＝（！，g）を用いて
1984～88年間のMSAS震央から世界及び日本の震央分布を求めたところ良好な結果が得られ
た．また残差解析の結果，｛ε力｝と｛ラカ｝は無相関であること，そしてMSASの震央の角度ψ
＝tan－1（ル）に関する推定誤差が震央までの距離」≡河に関する推定誤差より大きく影
響していることが示される．
同一指数のreguIar1y varying tai1をもつ分布のMe11in－Stie1tjes convo1ution
                                 志 村 隆 彰
 X，γをそれぞれ分布μ，ソに従う正値の独立確率変数とする．このとき，これらの独立積
Xγの分布をμとレのMe11in－Stie1tjesconvo1utionと呼び，μリで表す．独立同分布に従う
確率変数列に関する極限定理と関連する分布族であるD（α）（α≧0）（正の台をもち，tai1が指
数一αの正則変動をする分布施）に属する分布のMe11in－Stieltjesconvo1utionについて，以下
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のことが知られていた．
          μ∈η（α），ソ∈D（β）（α≦；β）ならば，μ。ソ∈〃（α）．
特に，α＜βならば，次の式が成り立つ．
鯉μリ（κ，∞）加（κ，・）寸1α／（励）・
 知りたいのは，α＝βの場合のtai1decayの。rderの評価である．これについて次の様な。on－
jeCtureを立てた．
C0NJEcTURE．
（※）
μ，1∈・（α）（α・・），r舳），八ソ（励）・∞ならば
μリ（κ，・。）一r舳）μ（κ，・・）・ズlw）ソ（ん∞）．
 このConjeCtureについて，（※）が，幾つかの条件の元で成立していることを示した．これが
一般の場合に正しいか，また，モーメントが存在しないときのtai1の評価などについては，い
まだ，最終結論を得ていない．（このためには，正則変動関数についての様々な性質にっし）ての
考察が必要であると思われる．）しかし，このことから，同じ指数（キ2）の安定分布の吸引域に
属する分布に従う独立確率変数の積について，その分布のtailは正則変動するが，ba1ancecon－
ditiOnが成り立たないことがある．すなわち，このクラスがそのような演算について閉じていな
いことが分った．
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 R1土の確率分布力（κ；θ），θ∈”を考える．母数θが（θ、，．．．，θρ）’と分解できて，θ1，．．．，θ力
問の直交性を論じよう．直交条件は母数の推測に便宜的な性質をもたらすことがある．また実
際的にも，母数の直交性は個々の母数が相異なる量を測っていることを示唆する．従ってモデ
ルを解釈するのに都合が良い．Huzurbazar（1956）とCox andReid（1987）は各成分θ、，．．．，θ力
が直交であることを，Fisherの情報行列
H！為1・・力（κ，1）1力（κ，1）／
の非対角成分が任意のθに対してOになることで定義した．
 さてKu11bacトLeib1er separator（re1ative entropy）は次のように定義される．
・・（1・，1）一∫・・粉力（・；1似
